
理事長杯 競技詳細 
○ 競技方法 ２７ホール ストロークプレー アンダーハンディ競技 

  コースハンディキャップを１．５倍したハンディキャップを採用する 

○ 使用ティー バック１ （青マーク）  

○ ジェネラルエリア ノータッチ 

○ 全ホール OB杭（黄色杭）採用 

○ 最初の１．０ラウンドはスループレーとする。 

○ 後半のスタートに遅れたものは、失格とする。 

○ №9 №10 №11 №14 №15 ホールのグリーン周りにおいて、 

白線の内側にボールがあり、ネット・柵等が障害となる場合は、 

グリーン周辺の黒マークにドロップ（奥行１クラブレングス）し、無罰で 

プレーすること。カート道だけがストロークの障害となる場合には、 

黒マークの処置ではなく 16.1 異常なコース状態からの救済の処置 

を行うこと。 

○ コース内全ての池はレッドペナルティエリアとする。 

（境界標示は赤杭とする） 

○ 同成績者が出た場合、ハンディキャップ→ハンディキャップ 

インデックス→カウントバック→生年月日にて決定する。 

○ その他すべてのローカル･ルール JGA 規則及び R&A 規則による。 
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